
今
回
３
年
ぶ
り
に
推
奨
品
の
見
直
し
を

行
い
、
応
募
が
あ
っ
た
21
品
の
中
か
ら
18

品
を
新
た
に
認
定
し
ま
し
た
。
認
定
さ
れ

た
商
品
は
観
光
協
会
推
奨
品
と
し
て
各
店

舗
や
、
テ
ラ
ス
ゲ
ー
ト
土
岐
・
ま
ち
ゆ
い

内
に
あ
る
「
土
岐
た
び
案
内
所
」
な
ど
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す（

マ
ー
ク
が
あ
る

も
の
）。

実
家
に
帰
省
す
る
際
の
お
土
産
に
、
訪

れ
る
お
客
さ
ん
へ
の
お
も
て
な
し
に
、
推

奨
品
を
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

土
岐
市
観
光
協
会
推
奨
品

市
観
光
協
会
は
、
土
岐
市
の
イ
メ
ー
ジ
や
認
知
度
の
向
上
を
目
指
し
、
郷
土
色
豊
か
で
個
性
的
な
魅
力
を
持
つ
民
芸
品
・
手
工
芸
品
・
食

品
を
「
土
岐
市
観
光
協
会
推
奨
品
」
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
今
号
は
、
新
た
に
認
定
さ
れ
た
土
岐
市
な
ら
で
は
の
品
々
を
紹
介
し
ま
す
。

 

　
土
岐
市
観
光
協
会
（
産
業
振
興
課
内
・
内
線
２
３
４
）

各店舗を代表して、観光協会推奨品認定書
を受け取る里の菓茶房の鎌田さん（写真左）

竹皮羊羹
北海道十勝産の
あずきと天然の竹
皮を使用し、皮の
風味を生かすため
に甘味を抑えて蒸
し上げたようかん
です。

美濃焼きぷりん大福
濃厚焼きぷりんと
粒あん、生クリーム
をふわふわでもっち
りした大福で包みま
した。「志野・プレー
ン」　と　「織部・抹茶」
の２種類です。

曽木町396　―　4　☎523011

泉北山町2　―　13　―　1　☎532122

池田屋

里の菓茶房　Sweets＆Deco青いクマ

泉明治町1　―　25　☎544423

まる井養蜂園

国産天然はちみつ
蜂蜜は地域の植物によって味に違いがでま
す。当園では市内に咲く蜜源植物から丁寧に
採蜜しています。自然の味をぜひ感じてくだ
さい。

店主　村井さん（左）
奥さんの智子さん（右）

販売員　江崎さん

店主　中島さん

北海道十勝産の
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栗乃伴
岐阜県産の栗で炊き上げた栗きんと
んあんを、国産の餅粉で練り上げた求
肥餅で包みました。栗きんとんと餅の
食感が良く合いますよ。

泉森下町2　―　32　☎552382山秀製菓舗

店主　山口さん

駄知町1797　―　167　☎080　―　3075　―　9626夢陶房

店主　塚本さん

箸置百選
市内で手に入る豊富な原材料を使い、

独自の手法で製造した箸置きです。種
類は500以上あります。数ある中から
お気に入りを見つけてください。

まさこさんの手作りみそ
独自の配合でブレンドした手作りの

おかずみそです。温かいご飯や野菜な
どに付けて食べるのもお薦めです。

鶴里町柿野3038　―　1　☎523374みくに茶屋

店主　まさこさん

土岐津町高山181　―　1
☎542115大竹醤油醸造場

下石町900　―　1　☎576101下石陶磁器工業
協同組合

下石窯もと　味ごはんの素
炊いたご飯に混ぜるだけ
で本格的な味が楽しめます。
「ごぼう」　と　「たけのこ」の
２種類の味。窯元の元気の
源を堪能ください。

下石窯もと　味ごはんの素

で本格的な味が楽しめます。
「ごぼう」

理事長　伊藤さん

店主　児玉さん（右）
息子の真也さん（左）

飛騨牛すじどて煮
飛騨牛すじ100％のどて煮
です。丼飯や、おつまみにも
ぜひ。カレー粉を入れてもお
いしいですよ。

妻木平成町2　―　17　☎573419志江留

店主　大竹さん（右）
職人　福井さん（左）

山牛蒡味噌漬
独自の漬物用甘みそ
に、国内産特級品の山
ごぼうを漬け込みまし
た。歯切れ、香りの良
さが特長です。

田舎味噌
味に深みを出すためみそ蔵

で夏を越し、１年以上熟成さ
せた大豆が残る赤みそです。

【特集】土岐市観光協会推奨品
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里の樹
市の木である

「ヒトツバタゴ」
をイメージして
作りました。ゆ
ず風味の白いよ
うかんと焼印が
特徴です。

おろし　　下石町の名産品“とっくり”を
かたどったパイ生地に、栗入り粒
あんをサンドしました。

下石893　―　5　☎576663旭軒製菓

店主　林さん

窯出しちゃわんサブレ―
やきものの町らしく“茶わ
ん”をイメージしたバターサ
ブレー。バターをたっぷり使
い、サクサクに仕上げました。

土岐津町土岐口2091　―　2　☎553047虎渓渡辺製菓

店主
渡辺さん

黒織部ひねり鉢
ひねった形は和食器特

有の遊び心を、描かれた幾
何学文様は伝統的な黒織部
の雰囲気を醸し出していま
す。

織部錆市松角切皿
古くから日本人に愛され
た市松文様を大胆にアレン
ジしたモダンな雰囲気です。
職人の繊細な手仕事が感じ
られる一品です。

ソイミスト
赤絵・染付・虹彩の柄
が食卓を彩ります。しょ
うゆを霧状に振り掛ける
ので量を抑え減塩も期待
できます。化粧水や香水
にもぜひどうぞ。

代表取締役会長　白石さん

泉北山町2　―　3　☎551200カク仲

とっくり陶祖最中
北海道十勝産のあずきをふ

んだんに使ったみずみずしい
自家製粒あんを、香ばしい最
中に詰め込みました。

とーきぽてと
さつまいもあん、バター、生ク
リームなどを合わせ、窯で香ばし
く焼き上げた和菓子屋ならではの
スイートポテトです。
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今
回
認
定
さ
れ
た
推
奨
品
は
、
ど

れ
も
郷
土
色
豊
か
で
土
岐
市
な
ら
で

は
の
逸
品
ば
か
り
で
す
。
ぜ
ひ
各
店

舗
や
土
岐
た
び
案
内
所
で
お
求
め
く

だ
さ
い
。
き
っ
と
納
得
し
て
も
ら
え

る
と
思
い
ま
す
。

私
は
地
元
の
方
に
と
っ
て
普
段
と

変
わ
り
の
な
い
こ
と
で
も
、
こ
の
地

を
訪
れ
る
方
に
と
っ
て
は
特
別
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
誰
で
も
初
め
て

訪
れ
る
場
所
や
旅
先
で
は
、
見
て
聞

い
て
、
名
物
を
食
べ
て
、
心
が
弾
み

ま
す
よ
ね
。

土
岐
市
に
は
美
濃
焼
と
い
う
誇
ら

し
い
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ

か
に
も
ま
だ
ま
だ
多
く
の
観
光
資
源

が
眠
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
訪
れ

る
方
に
は
あ
り
の
ま
ま
の
土
岐
市
の

良
さ
や
本
質
に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
、

そ
ん
な
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
資
源
を

も
発
掘
し
地
道
に
育
て
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
一
緒

に
土
岐
市
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

観
光
資
源
を
育
て
た
い

土岐市観光協会
会長　土本大さん

〝
土
岐
た
び
案
内
所
〞　
は
、
市
の

観
光
案
内
の
拠
点
と
し
て
平
成
27
年

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
名
産

品
の
販
売
を
は
じ
め
、
観
光
Ｐ
Ｒ
動

画
の
放
映
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

な
ど
、
市
の
観
光
情
報
を
余
す
と
こ

ろ
な
く
発
信
し
て
い
ま
す
。
週
に
５

日
間
程
度
は
、
観
光
ガ
イ
ド
の
会
の

会
員
も
常
駐
し
土
岐
の
魅
力
を
伝
え

て
い
ま
す
。

今
な
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
半
分
、
青
い
。」
の
放
送
に
合
わ
せ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品　「
青
い
、　
岐
阜
」

も
販
売
中
で
す
。
お
盆
に
帰
省
し
た

家
族
や
、
夏
休
み
に
遊
び
に
来
た
友

人
な
ど
と
一
緒
に
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

「半分、青い。」のライセンス商品や「青い、岐阜」シリーズ
は、“清流の国”岐阜をイメージした青色が目を引く。東濃弁を
使った商品も面白い。

土岐たび案内所
山中さん

土岐市観光ガイドの会
山内さん

市観光協会推奨品のほか、
お菓子や陶器関連のグッズ
など、この地域ならではの
お土産も充実。

棚に並ぶ地域の名所や飲
食店などの観光パンフレッ
トは約50種類。お気に入
りを手に出掛けよう。

市内の観光スポットや名
産品など、家族や友人と
知らなかった土岐を発見し
てみませんか。ぜひ立ち寄っ
てください。

土岐市観光ガイドの会

私たちが土岐の歴史や物
語、陶磁器産業のことなど、
とっておきの話を紹介します。
もちろん市内もしっかりガイド
しますよ。（笑）

観光拠点施設　土岐たび案内所

土岐たび案内所
住　　所　土岐ヶ丘４－５－３
　　　　　テラスゲート土岐・まちゆい内
営業時間　午前10時～午後６時・年中無休
電　　話　551123

【特集】土岐市観光協会推奨品
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